


作家略歴

展覧会概要

1949  愛媛県今治市で生まれる
1968   多摩美術大学絵画科入学
1971　  同年より 73 年まで、個展シリーズ「イメージ裁判」を都内の画廊で 5回開催
1972  多摩美術大学卒業
1975   第 9 回パリ・ビエンナーレに参加
1984   個展（フジテレビギャラリー、同画廊では 86 年、90 年、96 年にも個展を開催）
  第 41 回ヴェネチア・ビエンナーレに日本代表として参加
1987　  《絶対現場 1987》　建築家・鈴木了二、写真家・安齊重男との協働
1989   ロンドンのアルメイダ劇場にて上演のオペラ「ゴーレム」の舞台美術を担当
       フランス、ノルマンディー地方ファレーズに移住し、サン・ヴィゴール・ドー・ミュー礼拝堂の再生プロジェクトに着手
1999  礼拝堂再生プロジェクトで「村野藤吾賞」を受賞、帰国
2000  礼拝堂再生プロジェクトに対し、フランス共和国政府より、芸術文化勲章（オフィシエ）を受賞
  香川県琴平町に住み、文化顧問として「琴平山再生計画」に着手
2001  個展（愛媛県立美術館）
2004  金刀比羅宮の遷座祭を機に、旧社務所を高橋由一の作品の常設展示室とするなど、金刀比羅宮蔵の美術作品
  の調査や修復、公開を進めると共に（2008 年にはパリ国立ギメ美術館で同宮の名品展「海の聖域展」の
  総合プロデュースを行う）、2005 年から白書院の襖絵の制作に着手、2007 年には新茶所のため、
  磁器による壁画《神椿》を制作すると共に建築デザインを手掛ける

 会期  2011年2月26日（土）－5月8日（日）
 休館日　  月曜日　（ただし3月21日は開館、翌22日は閉館）
 開館時間　 10:00～18:00 (入場は閉館の30分前まで)
 会場　  東京都現代美術館 企画展示室 1F、B2
 主催　  公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都現代美術館  
 特別協力　 金刀比羅宮、新日本製鐵株式会社 、オーク構造設計 後援　フランス大使館
 協賛　  清水建設、資生堂　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 協力　  株式会社サカコー、岡山鋳物センター、EPSON、ショウエイ、千曲鋼材株式会社、KANEHON、泉鋼業株式会社、
   資生堂パーラー、富士写真フィルム株式会社、株式会社エイデン、picassoduo
 同時開催　 「MOTアニュアル2011」「MOTコレクション」
 観覧料　　 一般1200円（960円）　学生・65歳以上900円（720円）　中高生600円（480円）小学生以下無料
　　　　　  (  )内は20名様以上の団体料金、本展のチケットで「MOTコレクション」もご覧いただけます
　　　　　  同時開催の「MOTアニュアル2011」との共通券もございます
  関連プログラム 対談  田窪恭治×宮本亜門（演出家）
 　  2011年3月19日（土）　14:00～16:00
 　  田窪恭治展　会場（企画展示室１階、地下２階）　＊ご入場の際は展覧会チケットをお求め下さい
　　　　　　　　　　 ＊そのほか、ギャラリー・トークなどのプログラムを予定しています。　詳細につきましては、当館ホームページをご参照下さい

 展覧会スタッフ 学芸員： 関　直子、 難波祐子　アシスタント： 河田亜也子　 
            　　　　　　  広報担当：野口 玲子、小原久実子　
　　　　　　　　　　　 広報お問い合わせ先：Tel: 03-5245-1134（直通）　Fax: 03-5245-1141
  お問い合わせ　　 東京都現代美術館　〒135-0022　東京都江東区三好 4-1-1
　　　　　　　　　　　 電話　03-5777-8600（ハローダイヤル）　0３-5245-4111(代表)
　　　　　　　　　　 http://www.mot-art-museum.jp
 交通案内　　　 東京メトロ半蔵門線・清澄白河駅B2出口より徒歩9分
   都営地下鉄大江戸線・清澄白河駅A3出口より徒歩13分
   首都高速「木場」又は「枝川」出口利用　

 展覧会名  田窪恭治　風景芸術

  日時：
  会場：
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池内　紀氏による特別寄稿や会場写真等を掲載の図録を 2011 年 3月上旬に刊行の予定です展覧会図録

、深川製磁





展覧会広報用として作品画像 8 点をご用意しております。ご希望の際は下記申込用紙に必要事項をご記入の上、FAX 又は

Ｅメールにてお申し込みください。なお、写真の使用に際し、以下の点をご注意ください。

① キャプションは作品の下に　作家名、作品名、（制作年）、撮影者 等を必ず表記ください。

② 作品写真のトリミング、文字のせをすることはできません。

本展記事をご紹介いただく場合には、恐れ入りますが情報確認の為のゲラ刷り、掲載誌 /紙、ＤＶＤ、ビデオ、ＵＲＬ等を

お送りください　＊また、読者・招待者プレゼント用にご招待券をご用意しております。併せてお申し込みください。

雑誌・番組・サイト名

○をおつけください　　　ＴＶ　ラジオ　雑誌　新聞　フリーペーパー　ネット媒体　携帯サイト　その他

発売・放送予定日

御社名                  

　

       

プレゼント用招待券をご希望の方は○をおつけください。　

東京都現代美術館       事業企画課 企画係    広報班行                   FAX: 03-5245-1141

画像請求書

電話番号

Eメールアドレス

ご担当者名

FAX 番号

ご住所

田窪恭治　風景芸術

＠

〒

5組 10名様　　　/ 　10組 20名様

　図版番号

ご希望の図版番号に☑をおつけください。

広報問い合わせ先

東京都現代美術館　事業企画係　広報班

野口：r-noguchi@mot-art.jp  小原：k-ohara@mot-art.jp

TEL: 03-5245-1134　( 直通 ) FAX:03-5245-1141
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田窪恭治《多摩美術大学屋上でのイヴェント》1971　写真：田窪恭治

田窪恭治《巨船アルゴー》  1983  金箔、蜜蝋、石膏、鉄、木    草月美術館蔵・東京都現代美術館寄託

鈴木了二・田窪恭治・安齊重男　《絶対現場 1987》  1987   写真：安齊重男

田窪恭治《林檎の礼拝堂》 1999　写真：河村圭一

田窪恭治《林檎の礼拝堂 習作》 1996　顔料、鉛　作家蔵    写真：田窪恭治 ©Kyoji Takubo 2011

田窪恭治《みかん》 1998   顔料、鉛、板　小田原市蔵    写真：河村圭一

田窪恭治《神椿》2006   金刀比羅宮新茶所「神椿」壁画、有田焼磁器　写真：河村圭一

田窪恭治《ヤブツバキ》 2005  金刀比羅宮白書院襖絵、オイルパステル　写真：河村圭一
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